
荒川 徹 議員（代表質疑、90 分）

◆ 本市独自の物価高騰対策について
◆ 本市の財政運営について
◆ 教育行政について
◆ 医療、介護、福祉について
◆ 下関北九州道路の事業中止を
◆ 地球温暖化防止の対策について
◆ 平和の取り組みについて

高橋 都 議員（一般質疑、60 分）

◆ 旧門司駅遺構について
◆ 学校給食について

伊藤 淳一 議員（一般質疑、30 分）

◆ 災害対策について

永井 佑 議員（一般質疑、30 分）

◆ 市民センターについて
◆ ゴミステーションについて

山内 涼成 議員（一般質疑、30 分）

◆ 企業誘致について
◆ PFAS 問題（遠賀地区）

2月議会はじまります2月議会はじまります
北九州市議会 日本共産党市会議員団

　２月定例市議会が２月 20 日から３月 26 日まで行われます。
　今議会は、１月の市議選で選ばれた議員、会派が武内市政の３年目の
予算を審議します。
　市民の生活が苦しい時こそ、暮らしを支えるのが行政の役割です。日
本共産党市会議員団は、市議選で訴えた公約実現のため論戦に臨みます。
　本会議論戦は 2 月 28 日からです。質問日時の詳細は決まり次第、HP
または SNS にて告知します。お気軽に傍聴にお越しください。

日本共産党の一般質疑の持ち時間は全体で 150 分（30 分
× 5 枠）となりました。大石正信、宇土浩一郎は時間制限
の為、６月議会に登壇予定です。

日本共産党の新役員体制

団 長　荒川　 徹
副 団 長　高橋　 都
幹 事 長　山内 涼成
政 調 会 長　大石 正信

本会議質疑予定者本会議質疑予定者

皆さんの声を届けて皆さんの声を届けて
質問します質問します

市民センター

２月20日㊍ 本会議（開会）
議会運営準備委員会

21日㊎ 常任委員の選任
提案理由説明

22日～27日㊍ 議案研究日（休会）
27日㊍ 議会運営委員会
28日㊎ 代表質疑

３月3日㊊ 代表質疑
4日～7日㊎ 一般質疑
10日・11日㊋ 常任委員会

11日㊋ 議会運営委員会
12日～18日㊋ 予算特別委員会

21日㊎ 予算特別委員会（市長質疑）
24日㊊ 常任委員会

25日㊋ 予算特別委員会
議会運営委員会

26日㊌ 本会議（閉会）

※質問内容は変更になる可能性があります。

※2025 年２月議会から、請願・陳情の締め切り日が「本会議開会前日」に変更されています。

門司港地域複合公共施設建設

事業費の増額で 31億 200 万円（本年度予算）

総事業費なんと163.5億円

取り壊される旧門司駅遺構（昨年12月）
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 実現実現をめざす 学校給食の無償化
　北九州市会議員選挙前に NHK が行ったアンケートの中で

「学校給食を無償化にすることに賛成ですか。反対ですか」に
対する回答は、当選者の 57 名中「賛成」が 53 人で「回答なし」
は３人、無回答が１人で「反対」はゼロでした。
　圧倒的に賛成の意思が示されました。市長と教
育長に実施を求める機運は熟しています。２月議
会で市民要求の実現への重要なテーマとなります。

※議員の常任委員会の所属は、本会議開会後の 2 月 21日に決定します。

くらし応援くらし応援をを第一に第一にもっともっと

新
人
議
員
が

初
登
庁

　2 月10 日は、新議員の初登庁。日本共産党の宇土浩一郎
議員（小倉南区選出）は、緊張した面持ちで登庁し、議員バッ
ジを胸につけてもらいました。宇土議員は「公約の実現に向
けて、頑張ります」と、決意を新たにしていました。

●商店街プレミアム付商品券発行支援事業… ……… ２億 5000 万円
●福祉サービス事業所、保育所、児童養護施設等への光熱費等支援事業	

……………………………………………………… ９億 2673 万円
●農林水産業者を応援！直売店・朝市クーポン事業…… 2000 万円
  （市内直売店等の利用を促すクーポン券の配布）
●スポットワーク人材確保補助金………………… 2000 万円
  （市内企業とスポットワークを希望する求職者の仲介手数料の一部補助）
●物価高騰に立ち向かう中小企業等に対する生産性の向上支援助成金	

……………………………………………………… 3000 万円 +
  （中小企業等が行う省エネ投資等の取組に対する一部補助）
●公共交通応援事業……………………………… 560 万円
  （公共交通事業者への運行経費の一部補助）

※すべて国の支出で、市単独の支援はゼロです。

物価高への対応物価高への対応

　日本共産党は、下水道料金 4 ヶ月無料（32 億円）、指定ごみ袋
料金１年無料（18 億円）で、全世帯への負担軽減策（1 世帯 1万円）
を提案しています。

物価高騰からくらしを応援  50億円

市は国の丸抱え予算のみ  12 億円

◆日本共産党の提案

◆北九州市の予算案


